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 平成24年度より、食品ロスの発生量の詳細な推計を実施。
 令和元年度は約570万トンと、前年比30万トン（約5％）減少した。
 内訳は、事業系が約15万トン（約5％）減少、家庭系が約15万トン（約5％）減少
 4年連続の減少となっているが、今後の傾向については引き続き推移を見守る必要がある。

我が国の食品ロスの発生量の推移
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※端数処理により合計と内訳の計が一致しないことがあります。


